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執
行
委
員
長

鎌
田　

博
一

　

総
括

執
行
副
委
員
長

佐
藤　

治

総
括
補
佐

　

法
対
部
長

　

企
画
担
当

　

業
務
担
当

書
記
長

田
中　

克
幸

　

企
画
部
長　
　

　

総
務
部
長　
　

　

業
務
部
長

　

組
織
部
長

執
行
委
員

横
倉　

一
夫

財
政
部
長

　

企
画
担
当

　

政
治
部
長

　

業
務
担
当

執
行
委
員

高
瀬　

弘
人

　

福
対
部
長

　

組
織
担
当

　

業
務
担
当

　

法
対
担
当

執
行
委
員

地
口　

明
世

教
宣
部
長

　

組
織
担
当

　

企
画
担
当

　

業
務
担
当

執
行
委
員

古
城　

政
明

　

調
査
部
長

　

政
治
担
当

　

組
織
担
当

　

業
務
担
当

執
行
委
員

早
川　

義
貴

　

組
織
担
当

教
宣
担
当

執
行
委
員

坂
本　

尚
允

　

組
織
担
当

　

教
宣
担
当

会
計
監
査
員

佐
瀬　

茂

会
計
監
査
員

森　

真
次

会
計
監
査
員

西
尾　

一
登

青
年
部
長

宮
下　

直
樹

　

青
年
部
総
括

前
執
行
副
委
員
長

山
田　

博
樹

前
書
記
長

石
井　

正
彦

前
執
行
委
員

佐
藤　

敏
幸

前
執
行
委
員

矢
部　

雄
一

前
執
行
委
員

松
田　

恭
明

は
じ
め
に
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

は
新
た
な
変
異
種
の
出
現
と
と
も
に
、
そ
の
猛
威

は
世
界
中
を
さ
ら
に
感
染
の
渦
に
巻
き
込
み
、
社

会
経
済
活
動
と
国
民
生
活
を
激
変
さ
せ
、
今
だ
に

収
束
は
見
通
せ
ま
せ
ん
。

菅
内
閣
は
、
感
染
リ
ス
ク
の
拡
大
と
国
民
の

生
命
と
健
康
・
生
活
を
危
険
に
さ
ら
し
な
が
ら
東

京
五
輪
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
開
催
を
強
行
し
ま

し
た
。

そ
の
結
果
、
爆
発
的
感
染
へ
と
繋
が
る
中
、

医
療
提
供
体
制
が
追
い
つ
か
ず
、
感
染
・
発
症
し

て
も
自
宅
療
養
を
強
い
ら
れ
、
症
状
が
急
変
し
命

を
落
と
す
方
が
続
出
す
る
な
ど
、
深
刻
な
医
療
崩

壊
が
現
実
の
も
の
と
な
っ
て
い
ま
す
。

私
た
ち
は
、
国
民
の
生
命
と
暮
ら
し
を
守
る

た
め
に
も
、
医
療
体
制
の
整
備
・
拡
充
、
雇
用
・

賃
金
・
生
活
保
障
を
持
続
す
る
た
め
の
抜
本
的
な

財
政
支
援
体
制
は
も
と
よ
り
ワ
ク
チ
ン
の
安
定
供

給
、
大
規
模
検
査
の
実
施
、
病
床
の
確
保
・
拡
充
、

感
染
者
の
重
症
化
を
防
ぐ
た
め
の
抗
体
カ
ク
テ
ル

療
法
な
ど
、
実
効
性
あ
る
明
確
な
コ
ロ
ナ
対
策
を

国
・
自
治
体
に
求
め
て
い
く
取
り
組
み
の
強
化
に

全
力
を
挙
げ
て
い
き
ま
す
。

　

東
京
地
方
本
部
は
、
九
月
二
十
五
日
十
二
時
か

ら
新
橋
交
通
ビ
ル
会
議
室
に
お
い
て
、
新
型
コ
ロ

ナ
感
染
症
対
策
を
行
い
規
模
を
縮
小
し
て
、
第

七
二
回
定
期
地
方
大
会
を
開
催
し
た
。

　

大
会
は
、
山
田
副
委
員
長
の
司
会
で
始
ま
り
、

大
会
議
長
に
は
中
山
代
議
員
（
東
京
支
部
）、
副

議
長
に
は
北
岡
代
議
員
（
神
奈
川
地
区
本
部
）
を

選
出
し
、
議
事
に
入
っ
た
。

鎌
田
委
員
長
は
あ
い
さ
つ
で
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
感
染
症
の
問
題
、
組
織
強
化
・
拡
大
、
安

全
・
安
定
輸
送
、
労
働
条
件
の
改
善
、
平
和
と
民

主
主
義
の
課
題
に
つ
い
て
あ
い
さ
つ
を
行
っ
た
。

　

次
に
上
部
機
関
を
代
表
し
て
国
労
東
日
本
本
部

伊
藤
委
員
長
か
ら
、
東
日
本
本
部
の
取
り
組
み

や
、
今
後
の
国
労
運
動
の
考
え
方
な
ど
が
報
告
さ

れ
た
。
ご
来
賓
の
皆
様
方
に
つ
い
て
は
、
新
型
コ

ロ
ナ
感
染
症
予
防
の
観
点
か
ら
、
出
席
を
控
え
て

頂
く
こ
と
に
な
り
、
多
く
の
共
闘
や
政
党
・
団
体
、

並
び
に
国
労
の
各
級
機
関
か
ら
メ
ッ
セ
ー
ジ
が
寄

せ
ら
れ
た
。

　

大
会
延
期
承
認
が
さ
れ
、
石
井
書
記
長
か

ら
経
過
な
ら
び
に
二
〇
二
一
年
度
運
動
方
針

（
案
）、組
織
検
討
委
員
会
答
申
が
提
案
さ
れ
た
。

　

次
に
、
規
約
改
正
に
つ
い
て
石
井
書
記
長
が

提
案
し
、
承
認
さ
れ
た
。

　

そ
の
後
、
田
中
財
政
部
長
か
ら
決
算
報

告
が
さ
れ
、
承
認
さ
れ
た
。
続
い
て
経
過
・

二
〇
二
一
年
度
運
動
方
針
（
案
）、
組
織
検
討

委
員
会
答
申
に
対
す
る
発
言
が
六
名
の
代
議
員

か
ら
さ
れ
、
組
織
拡
大
や
職
場
労
働
条
件
改
善

に
関
す
る
取
り
組
み
、
平
和
運
動
な
ど
さ
ま
ざ

ま
な
取
り
組
み
や
上
部
機
関
に
対
す
る
要
望
な

ど
が
報
告
さ
れ
た
。
書
記
長
集
約
を
も
っ
て
、

経
過
な
ら
び
に
二
〇
二
一
年
度
の
運
動
方
針
、

組
織
検
討
委
員
会
答
申
が
承
認
を
さ
れ
た
。（
代

議
員
の
発
言
や
書
記
長
集
約
の
要
旨
は
、
次
号

に
掲
載
予
定
）

続
い
て
組
織
拡
大
表
彰
が
行
れ
、
武
蔵
小

杉
駅
分
会
、
神
奈
川
地
区
本
部
が
そ
れ
ぞ
れ
表

彰
を
受
け
た
。

　

二
〇
二
一
年
度
予
算
案
の
提
案
で
は
、
組
合

員
の
減
少
に
よ
り
、
従
来
の
よ
う
な
予
算
が
組

め
な
く
な
っ
て
き
て
い
る
事
が
報
告
さ
れ
、
緊

縮
財
政
を
す
す
め
る
一
方
、
こ
こ
で
も
組
織
拡

大
が
強
く
訴
え
ら
れ
た
。

　

ス
ト
ラ
イ
キ
権
確
立
に
対
す
る
一
票
投
票
が

行
わ
れ
、
ス
ト
ラ
イ
キ
権
が
確
立
さ
れ
、
選
管

か
ら
新
役
員
・
地
方
委
員
が
発
表
さ
れ
、
新
旧

役
員
か
ら
あ
い
さ
つ
が
さ
れ
た
。
特
別
決
議
二

本
と
大
会
宣
言
が
提
案
・
承
認
さ
れ
、
最
後
に

鎌
田
委
員
長
の
団
結
が
ん
ば
ろ
う
で
、
こ
れ
か

ら
の
一
年
間
東
京
地
方
本
部
の
全
組
合
員
が
組

織
拡
大
を
は
じ
め
、
さ
ま
ざ
ま
な
取
り
組
み
に

全
力
を
上
げ
て
い
く
決
意
を
固
め
あ
っ
た
。
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催
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あ
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次
に
組
織
強
化
・
拡
大
の
取
り
組
み
に
つ
い

て
で
す
。

昨
年
開
催
し
た
定
期
地
方
大
会
以
降
、
神
奈

川
地
区
本
部
を
中
心
に
七
名
の
国
労
加
入
が
報
告

さ
れ
、
一
括
和
解
以
降
一
五
一
名
と
い
う
数
に
到

達
し
て
い
ま
す
。
コ
ロ
ナ
禍
の
中
で
の
取
り
組
み

に
対
し
、
厚
く
感
謝
を
申
し
上
げ
ま
す
。

今
職
場
に
あ
る
労
働
組
合
不
要
論
が
強
ま
る

中
で
も
、
若
手
社
員
は
労
組
未
加
入
と
な
っ
た
も

の
の
職
場
の
矛
盾
や
不
満
な
ど
を
国
労
組
合
員
に

相
談
す
る
事
象
が
報
告
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
う
し

た
声
や
気
持
ち
を
し
っ
か
り
と
つ
か
み
、
極
め
細

や
か
な
世
話
役
活
動
を
は
じ
め
職
場
環
境
・
労
働

条
件
改
善
に
向
け
た
真
摯
な
取
り
組
み
を
地
道
に

積
み
重
ね
る
中
で
、
国
労
加
入
へ
と
繋
が
っ
て
い

る
こ
と
に
自
信
を
持
つ
と
と
も
に
、
加
入
を
呼
び

か
け
た
国
労
組
合
員
一
人
ひ
と
り
へ
の
信
頼
と
期

待
の
表
れ
で
あ
る
こ
と
を
証
明
し
て
い
る
こ
と
に

確
信
を
持
つ
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

組
織
拡
大
の
条
件
は
紛
れ
も
な
く
職
場
に
あ

り
ま
す
。

次
世
代
へ
国
労
運
動
を
継
承
・
発
展
さ
せ
る

た
め
に
も
組
織
強
化
・
拡
大
運
動
の
さ
ら
な
る
実

践
を
図
り
、
青
年
・
女
性
層
と
の
連
携
を
深
め
て

い
く
こ
と
に
全
機
関
が
最
大
限
集
中
し
て
い
く
こ

と
を
改
め
て
、
訴
え
ま
す
。

次
に
、
安
全
・
安
定
輸
送
の
確
立
と
全
て
の
職

場
労
働
条
件
改
善
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
で
す
。

Ｊ
Ｒ
各
社
で
は
、
無
理
な
要
員
削
減
や
業
務

委
託
な
ど
が
推
し
進
め
ら
れ
る
中
、
重
大
な
イ
ン

シ
デ
ン
ト
や
ト
ラ
ブ
ル
が
後
を
絶
た
ず
、
鉄
道
事

業
の
最
大
の
使
命
で
あ
る
安
全
・
安
定
輸
送
を
脅

か
す
事
態
と
な
っ
て
い
ま
す
。

鉄
道
輸
送
業
務
に
携
わ
る
労
働
組
合
と
し
て

「
安
全
の
確
立
」
は
何
よ
り
も
優
先
す
べ
き
課
題
で

す
。
Ｊ
Ｒ
の
社
会
的
責
任
の
履
行
や
コ
ン
プ
ラ
イ

ア
ン
ス
遵
守
の
た
め
の
検
証
を
間
断
な
く
行
い
、

安
全
を
守
る
原
点
は
常
に
職
場
に
あ
る
だ
け
に
事

故
防
止
対
策
を
さ
ら
に
強
化
し
な
け
れ
ば
な
り
ま

せ
ん
。
ま
た
、
経
営
に
対
す
る
適
切
な
チ
ェ
ッ
ク
・

提
言
活
動
を
強
め
て
い
く
と
と
も
に
、
安
全
最
優

先
の
企
業
風
土
を
定
着
さ
せ
る
こ
と
を
求
め
て
い

く
こ
と
が
極
め
て
重
要
に
な
っ
て
い
ま
す
。

全
て
の
労
働
者
が
安
全
で
安
心
し
て
働
け
る

職
場
を
築
く
た
め
に
も
、「
安
全
・
仕
事
総
点
検

運
動
」
を
全
職
場
か
ら
展
開
し
、
抜
本
的
な
安
全

対
策
と
労
働
条
件
・
処
遇
改
善
に
向
け
、
全
力
を

挙
げ
て
い
き
ま
す
。

次
に
、
平
和
と
民
主
主
義
の
課
題
に
つ
い
て

で
す
。

　

菅
反
動
政
権
は
、
自
衛
隊
に
よ
る
中
東
の
派
遣

や
敵
基
地
攻
撃
能
力
の
保
有
の
検
討
、
南
西
諸
島

の
軍
事
要
塞
化
や
過
去
最
高
を
更
新
し
続
け
る
防

衛
予
算
、
福
島
原
発
事
故
に
よ
る
ト
リ
チ
ウ
ム
汚

染
水
の
海
洋
放
出
な
ど
原
発
政
策
を
推
し
進
め
、

平
和
国
家
か
ら
確
実
に
軍
事
国
家
に
変
貌
さ
せ
る

動
き
を
よ
り
一
層
強
め
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。
さ

ら
に
、
国
民
不
在
の
政
治
の
私
物
化
と
一
連
の
不

祥
事
を
は
じ
め
強
権
的
な
国
会
運
営
に
よ
り
、
監

視
社
会
化
に
つ
な
が
る
デ
ジ
タ
ル
監
視
法
や
市
民

弾
圧
法
で
あ
る
重
要
土
地
利
用
規
制
法
、
改
憲
手

続
き
法
で
あ
る
国
民
投
票
法
の
強
行
採
決
や
、
介

護
報
酬
の
見
直
し
や
後
期
高
齢
者
の
医
療
負
担
増

と
な
る
社
会
保
障
制
度
改
悪
な
ど
の
反
動
政
治
を

繰
り
返
し
て
い
ま
す
。
そ
し
て
、
働
き
方
改
革
と

称
し
て
労
働
法
制
の
規
制
緩
和
が
推
し
進
め
ら

れ
、
首
切
り
自
由
を
狙
う
解
雇
の
金
銭
解
決
制
度

の
法
制
化
も
狙
わ
れ
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。

反
動
的
な
自
公
政
権
に
対
し
、
立
憲
主
義
と

民
主
主
義
を
堅
持
す
る
中
で
、
国
民
本
位
の
政
治

の
実
現
と
改
憲
阻
止
、
平
和
憲
法
を
護
り
、
生
き

る
権
利
の
確
立
、
差
別
の
な
い
平
等
で
民
主
的
な

共
生
社
会
の
実
現
に
向
け
、
よ
り
奮
闘
し
て
い
く

こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

来
る
衆
議
院
選
挙
で
は
、
立
憲
野
党
と
市
民

連
合
と
の
共
通
政
策
の
合
意
を
も
と
に
本
格
的
な

市
民
と
野
党
の
共
闘
で
新
た
な
政
治
体
制
を
確
立

し
、
国
民
の
生
命
を
守
る
新
し
い
政
権
の
実
現
を

目
指
す
た
め
、
統
一
全
候
補
者
の
必
勝
に
向
け
、

護
憲
・
平
和
・
民
主
主
義
勢
力
を
総
結
集
さ
せ
、

共
に
闘
い
抜
く
決
意
で
す
。

当
面
す
る
諸
課
題
の
実
現
に
向
け
、
国
労
東

京
が
そ
の
先
頭
に
立
ち
、
総
力
を
挙
げ
て
い
く
こ

と
を
申
し
上
げ
、
ご
挨
拶
と
致
し
ま
す
。

東
京
都
交
通
運
輸
産
業
労
働
組
合
協
議
会

全
国
労
働
組
合
連
絡
協
議
会
東
京
協
議
会

東
京
地
方
労
働
組
合
評
議
会

東
京
平
和
運
動
セ
ン
タ
ー

全
日
本
自
治
団
体
労
働
組
合
東
京
都
本
部

全
水
道
東
京
水
道
労
働
組
合

社
会
民
主
党
東
京
都
連
合

日
本
共
産
党
笠
井
亮
衆
議
院
議
員

日
本
共
産
党
東
京
都
議
会
議
員
団

国
鉄
労
働
組
合
盛
岡
地
方
本
部

国
鉄
労
働
組
合
秋
田
地
方
本
部

国
鉄
労
働
組
合
仙
台
地
方
本
部

国
鉄
労
働
組
合
新
潟
地
方
本
部

国
鉄
労
働
組
合
高
崎
地
方
本
部

国
鉄
労
働
組
合
水
戸
地
方
本
部

国
鉄
労
働
組
合
千
葉
地
方
本
部

国
鉄
労
働
組
合
長
野
地
方
本
部

国
鉄
労
働
組
合
近
畿
地
方
本
部

九
月
二
六
日
、
東
京
地
方
労
働
組
合
評
議

会
（
東
京
地
評
）
第
二
〇
回
定
期
大
会
が
、
ラ

パ
ス
ホ
ー
ル
に
て
オ
ン
ラ
イ
ン
併
用
で
開
催
さ

れ
た
。

野
中
祐
一
副
議
長
の
開
会
あ
い
さ
つ
で
始

ま
り
、
荻
原
淳
議
長
の
あ
い
さ
つ
で
は
、「
コ

ロ
ナ
禍
も
二
年
目
と
な
り
、
今
大
会
も
多
く
の

制
約
の
中
で
の
開
催
に
な
り
ま
し
た
。
貧
困
と

格
差
を
是
正
し
差
別
の
な
い
社
会
を
作
る
。
組

織
の
強
化
・
拡
大
の
闘
い
に
向
け
、
首
都
東
京

の
た
た
か
う
ロ
ー
カ
ル
セ
ン
タ
ー
と
し
て
の
役

割
を
果
た
す
」
と
訴
え
た
。

続
い
て
、
井
澤
智
事
務
局
長
か
ら
運
動
方

針
（
案
）
が
提
案
さ
れ
、
一
二
名
の
代
議
員
か

ら
「
コ
ロ
ナ
禍
で
の
生
活
苦
の
問
題
、
ゆ
き
と

ど
い
た
教
育
・
子
育
て
環
境
を
求
め
る
取
り
組

み
、
医
療
職
場
の
組
織
強
化
・
拡
大
の
報
告
、

最
賃
闘
争
、
女
性
の
労
働
問
題
、
職
場
実
態
」

な
ど
の
発
言
が
あ
り
、
井
澤
智
事
務
局
長
よ
り

総
括
答
弁
を
頂
き
全
会
一
致
で
採
択
さ
れ
た
。

最
後
は
荻
原
淳
議
長
の
団
結
ガ
ン
バ
ロ
ー

に
て
散
会
し
た
。
引
き
続
き
東
京
地
方
本
部
よ

り
横
倉
政
治
部
長
が
幹
事
と
し
て
再
任
さ
れ

た
。
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